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条　

例

▼
松
田
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
令
和
５
年
法

律
第
２
号
）
の
施
行
に
伴
い
、

軽
自
動
車
税
に
お
け
る
特
定

小
型
原
動
機
付
自
転
車
に
係

る
種
別
割
区
分
に
つ
い
て
一

部
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。

契　

約

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
令
和
５
・
６
年
度

宮
下
水
源
受
変
電
及
び
自
家

発
電
設
備
改
修
工
事
（
電
気

設
備
））

　

５
月
25
日
に
、
１
億
４
１

９
０
万
円
で
仮
契
約
を
締
結

し
た
工
事
請
負
契
約
を
本
契

約
と
す
る
た
め
議
会
の
議
決

を
得
る
も
の
で
す
。

　

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

を
行
い
、
荏
原
商
事
株
式
会

社
神
奈
川
支
店
が
落
札
し
ま

し
た
。補

正
予
算

▼
令
和
５
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
４

１
０
万
７
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
53
億
１
８
１
６

万
３
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
総

務
費
国
庫
補
助
金
な
ど
、
歳

出
は
電
力
等
価
格
高
騰
総
合

対
策
事
業
や
、
図
書
館
シ
ス

テ
ム
入
替
え
に
係
る
経
費
な

ど
を
補
正
す
る
も
の
で
す
。

指
定
管
理

▼
西
平
畑
公
園
及
び
松
田
山

ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て

　

Ｔ
Ｕ
Ｄ
Ｏ
Ｉ
合
同
会
社

（
鈴
木
浩
二
代
表
社
員
）
を
、

令
和
５
年
７
月
１
日
か
ら
令

和
10
年
３
月
31
日
ま
で
、
指

定
管
理
者
に
指
定
す
る
も
の

で
す
。
産
業
厚
生
常
任
委
員

会
に
付
託
を
し
、
６
月
７
日

に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

担
当
課
か
ら
詳
細
説
明
を
受

け
、
賛
成
多
数
で
可
決
と
し
、

本
会
議
で
も
可
決
さ
れ
ま
し

た
。

令和５年
第２回定例会

会　期
6月６日（火）〜９日（金）

6/6 一般質問
　寺嶋議員� （Ｐ5）
　井上議員･齋藤議員� （Ｐ6）
　田代議員･南雲議員� （Ｐ7）
　平野議員･古谷議員� （Ｐ8）

6/7 議案審議等
　�議案４件（条例・契約・指定
管理・補正予算）
委員会審査
　�産業厚生常任委員会（指定
管理）

6/8 委員会調査
　�松田町議会ハラスメント防
止条例、規程等の委員会
　議会改革推進委員会

6/9 議案審議等
　�委員会報告（指定管理）、同意
８件、報告３件（継続費ほか）
委員会調査
　�松田町議会ハラスメント防
止条例、規程等の委員会
議案審議等
　�発議（条例）、委員会報告（松
田町議会ハラスメント防止
条例、規程等の委員会）、報告
ほか

　

第
２
回
定
例
会
は
、
６
月
６
日
か
ら
９
日
ま
で
の

４
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
条
例
の
一
部

改
正
１
件
、
契
約
１
件
、
指
定
管
理
１
件
、
補
正
予

算
１
件
、
同
意
８
件
を
審
議
し
、
報
告
３
件
（
継
続

費
繰
越
計
算
書
、
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算
書
、
事
故

繰
越
し
繰
越
計
算
書
）
を
受
け
ま
し
た
。

「
西
平
畑
公
園
及
び
松
田
山
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
の

指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
」
は
、
産
業
厚
生
常

任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
審
査
を
行
い
、
委
員
会
及
び

本
会
議
と
も
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

追
加
議
案
と
し
て
提
案
さ
れ
た
「
発
議
第
２
号　

松
田
町
議
会
基
本
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」、

「
松
田
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
、
規
程
等

の
委
員
会
報
告
」
も
併
せ
て
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他
会
期
内
に
お
い
て
、
各
種
委
員
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

議案第28号　西平畑公園及び松田山ハーブガーデン
の指定管理者の指定について

産業厚生常任委員会報告（抜粋）
１．審査の結果
　�　採決の結果、賛成多数で原案のとおり可決すべき
ものと決定しました。
２．�審査の内容
　�　観光経済課長及び担当職員出席のもと、西平畑公
園及び松田山ハーブガーデンの指定管理者の指定に
ついて、詳細な説明を受け質疑を行い慎重に審査し
ました。
　�　審査の結果、適切であると判断しました。
　�　なお、桜まつり等の運営については、町及び関係
機関との連携を密に図り円滑に行うよう強く申し入
れをします。
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討論は、討論者本人の原稿を尊重し編集しています。

報　

告

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般

会
計
継
続
費
繰
越
計
算
書
の

報
告
に
つ
い
て

　

町
道
19
号
線
町
屋
踏
切
改

良
事
業
38
万
９
７
４
４
円
を
、

令
和
５
年
度
へ
繰
越
し
た
計

算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般

会
計
繰
越
明
許
費
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

戸
籍
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修

事
業
、
出
産
・
子
育
て
応
援

事
業
、
松
田
中
学
校
整
備
事

業
な
ど
４
事
業
３
億
２
０
９

９
万
８
２
０
０
円
を
、
令
和

５
年
度
へ
繰
越
し
た
計
算
書

の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

▼
令
和
４
年
度
松
田
町
一
般

会
計
事
故
繰
越
し
繰
越
計
算

書
の
報
告
に
つ
い
て

　

松
田
中
学
校
施
設
整
備
事

業
（
校
舎
改
修
設
計
委
託

料
）
９
６
７
万
６
千
円
を
、

令
和
５
年
度
へ
繰
越
し
た
計

算
書
の
報
告
が
さ
れ
ま
し
た
。

同　

意

▼
農
業
委
員
会
委
員
の
任
命

に
つ
い
て

　

７
月
19
日
に
任
期
が
満
了

と
な
る
た
め
、
次
の
方
の
任

命
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

佐
藤　

浩
一　

氏（
新
任
）

　

鍵
和
田　

功　

氏（
再
任
）

　

澁
谷　

素
司　

氏（
新
任
）

　

北
村　

悦
子　

氏（
新
任
）

　

松
本　

克
己　

氏（
新
任
）

　

山
岸　

一
與　

氏（
新
任
）

　

佐
野　

晃
一　

氏（
再
任
）

　

吉
田　
　

誠　

氏（
新
任
）

農業委員による現地調査

審
議
の
結
果

　

採
決
の
結
果
は
、
４
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

議案第28号　西平畑公園及び松田山ハーブ
ガーデンの指定管理者の指定について【討論】
反対討論 寺嶋　正　議員
　西平畑公園及び松田山ハーブガーデンの指定管理者の指定について、反対の立場から討論を行います。

　指定管理の期間は、令和5年7月１日から令和１０年３月３１日までとなっています。新たな事業は、キャンプ、カ

フェテラス、レストラン、ジビエまつりなどです。今後予定の事業で、フラワーガーデンの入園料の条例がないの

に徴収することには反対です。

　桜まつりは、町観光協会、町商工振興会、町飲食店組合、松田酒販店会等の共催で行ってきました。指定管理者

と町観光協会との連携がうまくいくのか、各団体の協力が得られるのか疑問です。

　収支計画では、桜まつり入園料は町直営の時より少なくなっており、増収の方向がなく５年間変わらないことに

は納得できません。収支の見込みは１年目に４０１万円の赤字、２年目に２３８万円の黒字となっていますが、過去の

指定管理者の収支や町直営の収支と比較しても厳しい運営が続くと推測されるので反対します。

賛成討論 平野　由里子　議員
　現在ハーブ館の開館は週１回、土曜日だけです。西平畑公園は徒歩でなら毎日入園可能ですが、車は駐車場が

月・火曜日閉鎖です。令和２年以降は、年間営業日１００日～１５０日ほどとなっています。

　令和２年末桜まつり入園料が承認され、週１日開館なら西平畑公園の収支はつり合っていますが、このまま町直

営で開館日を増やせば、また年間１２００万円以上の赤字が予想されます。熱意のある民間事業者が経営管理の工

夫をすることで収支改善が期待できます。

　この指定管理者の提案内容は、公園やガーデンの設置理念を理解し、その特性を生かし、新たな活用を図ること

を目指し、具体的で実現性があり、町全体への経済効果も期待できます。また指定管理の対象ではない子どもの館

と自然館との連携や、周辺観光農園との協調も謳っています。悩みであったアクセスの問題まで考慮に入れた提案

は、これまでなかった視点です。開けられないという負のスパイラルを好転させるためにも賛成します。
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こ
の
発
議
は
、
松
田
町
議
会
基
本
条
例
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
令
和
３
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て
設
置

さ
れ
た
議
会
改
革
推
進
委
員
会
に
お
い
て
審
査
し
、

一
部
を
改
正
す
る
こ
と
と
し
た
た
め
、
井
上
委
員
長

が
提
案
者
と
な
り
委
員
が
賛
成
者
と
な
り
提
案
さ
れ
、

本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
報
告
は
、
令
和
４
年
12
月
定
例
会
に
お
い
て

設
置
さ
れ
た
松
田
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
条
例
、

規
程
等
の
委
員
会
に
お
い
て
検
討
し
、
齋
藤
委
員
長

よ
り
報
告
が
さ
れ
、
本
会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

発
議
第
２
号　

松
田
町
議
会
基
本

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

松
田
町
議
会
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止

条
例
、
規
程
等
の
委
員
会
報
告

議 案 審 議 結 果 一 覧
第2回定例会（6月議会）� ○…賛成　●…反対　可…可決　同…同意　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

議案26 松田町税条例の一部を改正する条例 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

27 工事請負契約の締結について（令和5・6年度宮下水源受変電
及び自家発電設備改修工事（電気設備）） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

28 西平畑公園及び松田山ハーブガーデンの指定管理者の指定
について（産業厚生常任委員会報告） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ● ○ ○ ○ ● ○

29 令和5年度松田町一般会計補正予算（第2号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

同意 1
　〜8 農業委員会委員の任命について 同 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発議 2 松田町議会基本条例の一部を改正する条例について 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

− 松田町議会ハラスメント防止条例、規程等の委員会報告 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※　飯田一議長は採決には加わらない。

発議第2号

松田町議会基本条例の一部を改正する条例（抜粋）
（提案理由）町議会議員の政治倫理の意識の確立に努め、町民に信頼さ
れ公正かつ民主的な町政の発展に資することを目的とし、議会議員の政
治倫理に関する規律の基本となることを定めるため。

改　　正　　案 現　行
（議員の政治倫理)
第７条　議員は、町民の信託に応えるため、良心
と責任感を持って議員の品位を保持し、識見を養
うよう努める。
２　議員の政治倫理に関する事項は、別に定める。

（新設)

松田町議会ハラスメント防止条例、規程等の委員会報告（抜粋）
１．審査の結果
　�　採決の結果、賛成全員で松田町議会ハラスメント防止規程を制定すべき
ものと決定しました。
２．�審査の内容
　�　議会ハラスメント防止条例、規程等の委員会は、開かれた議会とするた
め、令和４年１２月１３日に議会で可決・設置されました。
　�　規程の作成に当たり、委員会を５回開催し、他の市町村の条例等の調
査・比較、必要に応じて、総務課長及び職員出席のもと、意見を聞き、議
論を重ね規程案を作成しました。
　�　この規程は、相談窓口や外部人材による審査会の設置等に対応するため、
今後早急に条例化に向けた検討を期待します。



5 このページは、質問者本人の原稿を尊重し編集しています。

　町では、一般質問の録画映像をＹｏｕＴｕｂｅにて公開しています。
　スマートフォン等をご利用の方は、各議員のＱＲコードを読み取りご覧ください。パソコン等
から視聴される方は「松田町議会　ＹｏｕＴｕｂｅ」と検索していただくと、ご覧いただけ
ます。

　町長等の執行者に対して、町政全般の事務事業等の執行状況や政策方針などを聞くことが一般質問です。

⑴　

国
民
健
康
保
険
税
の
均

等
割
は
、
所
得
が
ゼ
ロ
の
世

帯
に
も
、
所
得
が
減
っ
た
世

帯
に
も
重
く
の
し
か
か
る
。

子
育
て
支
援
を
進
め
る
た
め

に
、
均
等
割
減
免
の
対
象
を

未
就
学
児
童
に
限
定
し
な
い

で
、
町
独
自
で
18
歳
ま
で
対

象
を
拡
大
す
る
考
え
と
多
子

世
帯
の
均
等
割
減
免
に
つ
い

て
伺
う
。

⑵　

令
和
５
年
４
月
１
日
か

ら
、
自
転
車
に
乗
る
際
の
ヘ

ル
メ
ッ
ト
着
用
が
努
力
義
務

化
さ
れ
た
。
自
転
車
事
故
等

に
よ
る
死
亡
や
怪
我
を
減
ら

す
こ
と
や
、
自
転
車
に
乗
る

人
々
の
安
全
を
確
保
す
る
た

め
に
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購
入
費
用

の
一
部
を
補
助
す
る
考
え
と
、

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

に
対
す
る
考
え
は
。

均等割の減免は
慎重に取り組む

回答（町長）

⑴　

国
民
健
康
保
険
被
保
険

者
は
、
４
月
１
日
時
点
で
、

０
歳
か
ら
６
歳
が
30
人
、
７

歳
か
ら
18
歳
が
96
人
。
均
等

割
半
額
を
18
歳
ま
で
拡
大
し

た
場
合
は
、
96
人
分
で
約
１

８
０
万
円
が
必
要
と
な
る
。

全
額
免
除
し
た
場
合
は
約
４

２
０
万
円
が
必
要
と
な
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
費
納
付

金
は
、
令
和
13
年
度
ま
で
制

度
改
正
に
伴
う
激
変
緩
和
措

置
を
受
け
て
い
る
が
、
令
和

５
年
度
は
財
政
調
整
基
金
を

取
り
崩
し
た
。
均
等
割
の
軽

減
に
つ
い
て
、
18
歳
ま
で
拡

大
す
る
に
は
財
源
を
確
保
す

る
必
要
が
あ
り
慎
重
に
取
り

組
む
。

⑵

「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ

ト
」
着
用
の
有
効
性
や
必
要

性
の
周
知
を
強
化
し
、
購
入

の
補
助
制
度
に
つ
い
て
先
進

自
治
体
の
状
況
や
関
係
機
関

と
の
意
見
交
換
を
行
い
、
そ

の
結
果
に
応
じ
て
対
応
す
る
。

　

自
転
車
の
安
全
利
用
の
推

進
に
つ
い
て
は
、
小
学
生
を

対
象
と
し
た
「
自
転
車
安
全

教
室
」、「
自
転
車
の
安
全
な

乗
り
方
大
会
」
の
参
加
な
ど

を
通
じ
て
、
中
学
生
へ
は

「
自
転
車
の
安
全
な
乗
り
方
」

講
習
会
な
ど
の
安
全
指
導
を

行
っ
て
い
る
。

国
保
税
に
係
る
子
ど
も
の
均
等
割
減
免
と

�

自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
補
助
を

質
問
者

　
寺
嶋
　
正
　
議
員
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町
長
は
、
令
和
４
年
度
当

初
の
予
算
化
に
あ
た
り
、
町

民
と
の
協
働
に
よ
る
問
題
解

決
の
必
要
性
を
挙
げ
、
私
の

質
問
に
回
答
さ
れ
ま
し
た
の

で
そ
の
成
果
を
お
聞
き
し
ま

す
。

⑴　

西
平
畑
公
園
全
体
の
利

活
用
に
つ
い
て
、
様
々
な
事

業
者
と
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
を

行
う
と
回
答
さ
れ
た
。
そ
の

内
容
と
結
論
は
。

⑵　

町
内
で
の
経
済
循
環
シ

ス
テ
ム
の
観
点
か
ら
、
薪
ボ

イ
ラ
ー
導
入
に
伴
う
町
内
エ

コ
シ
ス
テ
ム
の
現
状
や
、
地

域
通
貨
の
検
討
な
ど
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
事
業
の
成
果
は
。

⑶　

自
治
会
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
試
験
導
入
の
効

果
、
高
齢
化
対
策
の
成
果
及

び
加
入
率
増
加
の
た
め
の
対

策
に
つ
い
て
。

一部完了
未だまだ進化中

回答（町長）

⑴　

西
平
畑
公
園
の
サ
ウ
ン

デ
ィ
ン
グ
調
査
は
９
事
業
者

の
参
加
を
い
た
だ
い
た
。
内

容
は
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
の
運
行

等
に
つ
い
て
の
提
案
。 

キ

ャ
ン
プ
施
設
に
関
す
る
提
案
。

Ｐ
ａ
ｒ
ｋ
ー
Ｐ
Ｆ
Ｉ
等
の
手

法
と
併
用
す
る
提
案
。
管
理

期
間
を
５
年
以
上
、
10
年
以

上
と
い
う
提
案
。
指
定
管
理

料
は
不
要
と
い
う
提
案
が
あ

っ
た
。

　

指
定
管
理
者
を
公
募
し
た

と
こ
ろ
１
者
の
み
が
応
募
し

て
き
た
。

⑵　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
サ
ポ
ー
ト
支

援
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
順
調

に
進
ん
で
い
る
。

導入されたＳＤＧｓサポート支援 システム

⑶　

自
治
会
へ
の
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
導
入
は
26
自
治
会
中

23
自
治
会
が
利
用
し
て
い
る
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
て
行

政
協
力
委
員
の
職
務
や
自
治

会
活
動
を
は
じ
め
自
主
防
災

活
動
や
地
域
福
祉
、
環
境
美

化
活
動
を
着
実
に
行
っ
て
い

る
。
自
治
会
加
入
促
進
は
町

民
課
の
窓
口
で
入
会
チ
ラ
シ

と
加
入
申
込
書
を
渡
し
て
い

る
。

⑴　

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事

業
は
、
こ
こ
で
再
開
発
準
備

組
合
の
発
足
と
い
う
節
目
を

迎
え
ま
し
た
。
し
か
し
、
松

田
町
の
歴
史
上
最
重
要
事
業

で
あ
る
新
松
田
駅
周
辺
の
駅

前
広
場
整
備
事
業
・
再
開
発

事
業
は
、
町
民
の
思
い
描
く

将
来
像
な
の
で
し
ょ
う
か
。

町
民
の
期
待
・
要
望
し
て
い

る
駅
前
再
開
発
事
業
と
な
っ

て
い
く
の
で
し
ょ
う
か
。

　

今
後
、
町
は
ど
の
よ
う
に

町
民
の
コ
ン
セ
ン
サ
ス
を
と

っ
て
い
く
の
か
伺
い
ま
す
。

⑵　

６
月
か
ら
の
町
図
書
館

シ
ス
テ
ム
の
停
止
に
つ
い
て
、

町
民
か
ら
問
い
合
わ
せ
が
あ

り
、
今
後
の
図
書
館
利
用
に

つ
い
て
町
民
の
不
安
が
多
く

寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

次
期
図
書
館
シ
ス
テ
ム
委

託
料
が
な
ぜ
当
初
予
算
に
計

上
さ
れ
な
か
っ
た
の
か
、
な

ぜ
こ
の
よ
う
な
事
態
に
な
っ

た
の
か
、
原
因
と
今
後
の
対

応
策
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

まちづくりは
基本構想に則って
やっていく

回答（町長）

⑴　

こ
の
事
業
は
町
の
最
重

要
事
業
で
あ
り
、
事
業
の
進

捗
に
よ
り
町
広
報
紙
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
マ
ス
コ
ミ
を
通

じ
た
情
報
発
信
や
説
明
会
の

開
催
な
ど
、
公
表
し
て
い
き
、

今
後
も
町
民
や
商
工
業
者
な

ど
多
く
の
関
係
者
に
ご
協
力

を
賜
り
な
が
ら
進
め
る
。

⑵　

将
来
を
見
据
え
た
機
能

が
追
加
で
き
る
の
か
な
ど
シ

ス
テ
ム
の
調
査
・
検
討
に
時

間
を
要
し
、
不
確
定
要
素
ば

か
り
だ
と
判
断
し
当
初
予
算

計
上
し
な
か
っ
た
。

　

こ
の
６
月
議
会
で
補
正
予

算
に
計
上
し
た
。

　

補
正
予
算
が
認
め
ら
れ
れ

ば
、
図
書
館
シ
ス
テ
ム
は
、

デ
ー
タ
移
行
・
新
シ
ス
テ
ム

導
入
に
３
ヶ
月
程
度
要
し
、

10
月
か
ら
稼
働
す
る
予
定
。

令
和
４
年
度
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
の

�

成
果
に
つ
い
て

質
問
者

　
齋
藤
　
永
　
議
員

新
松
田
駅
周
辺
整
備
事
業

�

ほ
か
に
つ
い
て

質
問
者

　
井
上
　
栄
一
　
議
員

新システム導入予定の図書館
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⑴　

全
国
の
小
中
学
校
で
不

登
校
の
児
童
生
徒
が
急
増
し
、

文
部
科
学
省
は
令
和
５
年
３

月
31
日
に
、
学
び
の
保
障
を

実
現
し
て
い
こ
う
と
「
Ｃ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
を
発
表

し
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て

町
の
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ

ン
」
の
今
後
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
伺
い
ま
す
。

⑵　

地
球
温
暖
化
の
影
響
で
、

猛
暑
に
よ
る
熱
中
症
の
被
害

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

熱
中
症
の
発
生
の
予
防
を
強

化
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

町
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

⑶　

発
達
障
害
は
生
ま
れ
つ

き
脳
の
働
き
方
の
違
い
で
、

行
動
面
や
情
緒
面
に
特
徴
が

表
れ
、
養
育
者
が
育
児
の
悩

み
を
抱
え
た
り
、
子
ど
も
が

生
き
づ
ら
さ
を
感
じ
た
り
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
就
学
前

か
ら
の
支
援
が
と
て
も
大
事

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

町
の
就
学
前
の
支
援
に
つ
い

て
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

幼児・児童・生徒、
町民に寄り添えるよう
に、支援を進める

回答（教育長・町長）

⑴　

登
校
対
策
と
し
て
、
教

育
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
や
、

家
庭
訪
問
で
関
係
機
関
や
児

童
相
談
員
と
連
携
し
、
個
別

に
対
応
で
き
る
よ
う
し
て
い

る
。
今
後
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ

ラ
ン
を
参
考
に
し
、
一
人
一

人
に
応
じ
た
多
様
な
支
援
の

環
境
整
備
、
実
効
性
を
高
め

る
取
り
組
み
を
目
指
す
。

⑵　

熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト

発
令
時
は
、
防
災
行
政
無
線

や
あ
ん
し
ん
メ
ー
ル
で
周
知

し
、
熱
中
症
の
基
礎
知
識
や

対
処
法
は
広
報
ま
つ
だ
・
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
回
覧
等
で
対

応
し
て
い
る
。
今
後
チ
ラ
シ

作
成
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
注
意
喚

起
し
、
高
齢
者
を
地
域
全
体

で
見
守
る
等
予
防
の
強
化
を

図
る
。

松田町クーリングシェルター実施中！

⑶　

健
康
診
査
で
課
題
が
あ

れ
ば
、
就
園
前
の
準
備
が
で

き
る
よ
う
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ

教
室
に
案
内
し
て
い
る
。
今

後
で
き
る
限
り
地
元
で
支
援

が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
医
療

機
関
や
関
係
機
関
と
連
携
し

て
い
く
。

　

県
内
初
と
な
る
公
設
型
ジ

ビ
エ
処
理
加
工
施
設
は
、
２

月
19
日
に
落
成
式
が
挙
行
さ

れ
３
ヵ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
施
設
は
未

だ
稼
働
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
、
次
の
こ
と
に
つ
い
て

町
長
の
お
考
え
を
伺
い
ま
す
。

⑴　

施
設
に
は
ミ
ン
チ
や
ス

ラ
イ
サ
ー
、
真
空
パ
ッ
ク
の

機
材
な
ど
が
備
え
ら
れ
て
い

る
が
、
こ
れ
ら
を
使
っ
て
精

肉
に
加
工
し
て
販
売
す
る
た

め
の
研
修
は
。

⑵　

販
売
す
る
た
め
に
、
真

空
パ
ッ
ク
し
た
商
品
へ
の
品

質
表
示
・
販
売
単
価
・
一
般

客
用
の
レ
シ
ピ
な
ど
が
必
要

と
思
う
が
、
そ
れ
ら
に
つ
い

て
運
営
を
委
託
す
る
猟
友
会

と
の
調
整
は
。

⑶　

猟
友
会
員
が
個
人
で
解

体
し
た
肉
を
、
そ
の
方
が
真

空
パ
ッ
ク
し
て
販
売
す
る
と

の
こ
と
だ
が
保
健
所
の
許
可

は
と
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た

個
人
で
は
戦
略
的
な
販
売
が

難
し
い
の
で
一
元
化
し
て
販

売
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

大量の肉を計画販売
していくことにも
取り組む

回答（町長）

⑴　

７
月
に
第
２
回
解
体
処

理
研
修
を
実
施
す
る
。
そ
の

後
９
月
ま
で
、
ミ
ン
チ
や
ス

ラ
イ
サ
ー
、
真
空
パ
ッ
ク
等

の
機
械
を
使
っ
て
精
肉
加
工

研
修
を
支
部
単
位
に
延
べ
18

回
程
実
施
し
販
売
に
つ
な
げ

る
よ
う
に
す
る
。

⑵　

品
質
表
示
の
ラ
ベ
ル
や

一
般
客
用
レ
シ
ピ
は
、
町
が

主
体
と
な
っ
て
進
め
て
い
く
。

販
売
価
格
と
販
売
方
法
な
ど

は
、
ジ
ビ
エ
の
解
体
と
販
売

に
実
績
の
あ
る
所
へ
、
町
職

員
と
猟
友
会
員
と
で
先
進
地

視
察
を
実
施
、
そ
の
他
の
先

進
的
な
事
業
所
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
猟
友
会
と
連
携

し
て
進
め
て
い
く
。

⑶　

保
健
所
の
営
業
許
可
は
、

２
月
21
日
に
取
得
し
て
い
る
。

施
設
で
の
加
工
と
販
売
は
、

捕
獲
者
処
理
方
式
に
よ
る
個

人
販
売
な
の
で
、
大
量
の
肉

を
計
画
的
に
販
売
す
る
戦
略

に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
と

調
整
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

誰
一
人
取
り
残
さ
な
い

�

町
の
取
り
組
み
を
問
う

質
問
者

　
南
雲  

ま
さ
子
　
議
員

ジ
ビ
エ
処
理
加
工
施
設
の

�

今
後
の
運
営
に
つ
い
て

質
問
者

　
田
代
　
実
　
議
員

第1回解体処理研修（3月20日）
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近
年
の
地
球
温
暖
化
に
よ

る
局
地
的
大
雨
、
台
風
の
巨

大
化
に
伴
い
被
害
が
懸
念
さ

れ
、
被
害
を
最
小
限
に
抑
え

る
た
め
に
は
事
前
の
対
策
が

必
要
と
考
え
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
次
の
こ
と
に
つ

い
て
お
伺
い
い
た
し
ま
す
。

⑴　

町
道
、
河
川
の
危
険
個

所
の
把
握
と
、
そ
の
対
応
策

に
つ
い
て
お
伺
い
い
た
し
ま

す
。

⑵　

ナ
ラ
枯
れ
が
、
町
全
域

で
増
加
傾
向
に
あ
る
と
思
わ

れ
ま
す
が
、
枯
れ
木
の
倒
木

被
害
防
止
策
に
つ
い
て
お
伺

い
い
た
し
ま
す
。

平時の
パトロールを
地道に行う

回答（町長）

⑴　

町
道
（
農
道
）
等
は
、

過
去
に
災
害
の
発
生
し
た
箇

所
を
記
録
・
把
握
し
て
い
る
。

土
砂
災
害
警
戒
区
域
や
盛
土

造
成
地
は
、
定
期
的
に
パ
ト

ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
る
。

現
況
の
確
認
を
す
る
こ
と
で
、

事
前
対
策
の
強
化
を
図
っ
て

い
る
。

　

台
風
で
被
害
を
受
け
た
虫

沢
川
の
復
旧
工
事
は
、
優
先

順
位
を
付
け
工
事
を
進
め
る

こ
と
で
神
奈
川
県
と
確
認
し

た
。

⑵　

ナ
ラ
枯
れ
の
被
害
は
神

奈
川
県
内
で
平
成
29
年
度
に

初
め
て
確
認
さ
れ
、
松
田
町

は
令
和
元
年
度
に
被
害
が
確

認
さ
れ
増
加
し
て
い
る
。

　

ナ
ラ
枯
れ
の
倒
木
被
害
防

止
策
と
し
て
、
神
奈
川
県
の

「
森
林
病
害
虫
等
防
除
事
業 

費
補
助
金
」
を
活
用
し
て
、

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
き
対

応
す
る
。

　

道
路
・
農
林
道
の
パ
ト
ロ

ー
ル
、
地
域
か
ら
の
情
報
を

も
と
に
最
善
の
手
法
で
対
応

す
る
。

　

松
田
町
で
も
小
規
模
多
機

能
型
居
宅
介
護
施
設
整
備
事

業
者
の
公
募
が
始
ま
る
こ
と

は
朗
報
で
す
が
、
介
護
人
材

の
不
足
は
深
刻
で
す
。「
ハ

ー
ド
あ
っ
て
も
介
護
な
し
」

「
保
険
出
し
て
も
介
護
な
し
」

と
な
ら
な
い
た
め
に
、
次
の

こ
と
を
質
問
し
ま
す
。

⑴　

厚
生
労
働
省
は
２
０
１

８
年
に
生
活
援
助
従
事
者
と

い
う
資
格
を
創
設
し
ま
し
た
。

軽
度
の
方
の
生
活
援
助
を
す

る
こ
と
で
、
身
体
介
護
を
す

る
介
護
職
の
負
担
を
減
ら
す

た
め
に
も
、
ま
た
介
護
人
材

の
裾
野
を
広
げ
る
た
め
に
も
、

こ
の
研
修
に
つ
い
て
検
討
し

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

⑵　

介
護
報
酬
算
定
に
関
わ

る
地
域
区
分
に
つ
い
て
、
松

田
町
は
「
そ
の
他
地
域
」
に

該
当
し
加
算
な
し
で
す
。
同

じ
通
勤
圏
で
あ
れ
ば
、
介
護

人
材
が
条
件
の
良
い
所
に
流

出
し
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
り

ま
す
が
、
対
策
は
し
て
い
ま

す
か
。介護人材の不足は

大きな課題！

回答（町長）

⑴　

こ
れ
は
身
体
介
護
を
伴

わ
な
い
生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス

に
限
定
し
、
59
時
間
の
研
修

で
学
べ
る
資
格
だ
が
、
引
き

続
き
「
介
護
職
員
初
任
者
研

修
」
を
受
講
す
る
き
っ
か
け

に
も
な
っ
て
い
る
と
聞
く

（
重
複
科
目
は
免
除
さ
れ
る
）。

近
隣
市
町
と
連
携
し
て
広
域

的
に
介
護
人
材
育
成
が
で
き

な
い
か
調
整
し
て
い
く
。

⑵　

近
隣
の
地
域
区
分
は
、

小
田
原
市
が
５
級
地
（
10

％
加
算
）、
秦
野
市
は
６
級

（
６
％
）、
山
北
町
・
箱
根
町

は
７
級
（
３
％
）、
南
足
柄

市
・
中
井
・
大
井
・
開
成
・

真
鶴
・
湯
河
原
町
は
当
町
と

同
じ
く
そ
の
他
地
域
（
加
算

な
し
）。
介
護
人
材
確
保
の

た
め
に
、
同
一
生
活
圏
で
の

区
分
格
差
を
な
く
す
よ
う
毎

年
国
に
要
望
し
て
い
る
。
負

担
面
と
制
度
の
持
続
可
能
性

を
考
慮
し
な
が
ら
、
介
護
保

険
事
業
計
画
等
策
定
委
員
会

で
十
分
に
議
論
し
て
い
く
。

自
然
災
害
に
よ
る

�

被
害
防
止
策
に
つ
い
て

質
問
者

　
古
谷
　
星
工
人
　
議
員

介
護
人
材
確
保
対
策
を
！

質
問
者

　
平
野  

由
里
子
　
議
員

台風で被害を受けた虫沢川

福祉施設のレクレーション風景
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第
２
回
臨
時
会

　

４
月
19
日
に
第
２
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
専
決
処
分
１

件
、
補
正
予
算
１
件
を
審
査

し
、
２
件
と
も
賛
成
全
員
で

可
決
し
ま
し
た
。

▼
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め

る
こ
と
に
つ
い
て
（
松
田
町

国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
）

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
の
施
行
に
よ
り
、

町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
必
要
が
生

じ
、
急
を
要
す
る
た
め
、
３

月
31
日
付
で
専
決
処
分
し
た

も
の
で
す
。

▼
令
和
５
年
度
松
田
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
８
４

０
５
万
６
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
を
52
億
７
４
０
５

万
６
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
な
内
容
は
、
歳
入
が
総

務
費
国
庫
補
助
金
な
ど
、
歳

出
は
価
格
高
騰
重
点
支
援
給

付
金
や
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
要
す

る
経
費
な
ど
の
補
正
を
す
る

も
の
で
す
。

第
３
回
臨
時
会

　

５
月
24
日
に
第
３
回
臨
時

会
を
開
催
し
、
契
約
１
件
を

審
査
し
、
賛
成
全
員
で
可
決

し
ま
し
た
。

▼
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に

つ
い
て
（
令
和
４
年
度
松
田

町
立
松
田
中
学
校
校
舎
大
規

模
改
修
工
事
（
そ
の
１
）（
繰

越
明
許
））

　

５
月
18
日
に
２
億
２
５
２

３
万
２
２
６
０
円
で
仮
契
約

を
締
結
し
た
工
事
請
負
契
約

を
本
契
約
と
す
る
た
め
議
会

の
議
決
を
得
る
も
の
で
す
。

　

20
者
の
指
名
競
争
入
札
に

よ
り
、
株
式
会
社
関
野
建
設

が
落
札
し
ま
し
た
。

第２回臨時会（4月19日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　欠…欠席

議
案
等
番
号

議員名（議席順）

議案等

審
議
結
果

唐
澤　

一
代

古
谷
星
工
人

内
田　
　

晃

平
野
由
里
子

田
代　
　

実

井
上　

栄
一

南
雲
ま
さ
子

中
野　
　

博

齋
藤　
　

永

寺
嶋　
　

正

大
舘　

秀
孝

承認 1 専決処分の承認を求めることについて（松田町国民健
康保険税条例の一部を改正する条例） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案24 令和5年度松田町一般会計補正予算（第１号） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３回臨時会（5月24日）� ○…賛成　●…反対　可…可決　欠…欠席

議案25 工事請負契約の締結について（令和４年度松田町立松
田中学校校舎大規模改修工事（その１）（繰越明許）） 可 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 欠

※　飯田一議長は採決には加わらない。

▼
委
員
長
・
副
委
員
長
・
事

務
局
長
研
修
会
（
神
奈
川
県

町
村
議
会
議
長
会
主
催
）

・
日
時　

�

５
月
19
日
（
金
）

14
時
～

・
場
所　

神
奈
川
県
民
ホ
ー

ル・
講
師　

大
正
大
学
社
会
共

生
学
部　

公
共
政
策
学
科
特

任
教
授
・
大
正
大
学
地
域
構

想
研
究
所
所
長　

片
山　

善

博　

氏

・
内
容　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時

代
の
地
域
、
経
済
、
自
治
を

考
え
る

　

議
会
運
営
委
員
会
委
員
長

ほ
か
５
名
の
議
員
が
出
席
し

ま
し
た
。

▼
町
村
議
会
議
長
・
副
議
長

研
修
会
（
全
国
町
村
議
会
議

長
会
主
催
）

・
日
時　

�

５
月
23
日
（
火
）

13
時
～

・
場
所　

東
京
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム

・
講
師　

①
大
正
大
学
社
会

共
生
学
部
教
授　

江
藤　

俊

昭　

氏　

②
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ブ

ロ
ー
ド
バ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
協

会
理
事　

若
宮　

正
子　

氏

・
内
容　

①
町
村
議
会
の
課

題
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

②
町
村
こ
そ
デ
ジ
タ
ル
を
～

住
民
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
活

用
法
～

　

飯
田
議
長
、
井
上
副
議
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

議
員
参
加
研
修
報
告

改修工事前の松田中学校



新松田自治会との意見交換会（6月27日）
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寄
地
区
の

�

活
性
化

意
見
交
換
の
概
要

Ｑ　

現
在
、
寄
地
区
は
著
し

く
人
口
が
減
少
し
て
い
る
。

幼
稚
園
・
小
学
校
も
統
合
す

る
か
幾
度
と
な
く
協
議
さ
れ
、

現
状
の
ま
ま
で
存
続
と
な
っ

た
が
、
こ
の
ま
ま
人
口
減
少

が
続
け
ば
ま
た
何
時
統
合
の

話
が
出
る
の
か
心
配
だ
。

　

寄
中
学
校
跡
地
利
用
は
ど

う
な
っ
て
行
く
の
か
。

Ａ　

人
口
減
は
、
寄
だ
け
で

は
な
く
松
田
町
全
体
の
問
題

で
あ
る
。
寄
中
学
校
の
跡
地

に
つ
い
て
は
、
現
在
サ
ウ
ン

　松田町議会では、寄地区振興協議会（7名参加）と寄小学校屋内運動場多目的ルームで、新松田自治会（10
名参加）と地域サロンまつだで意見交換会を開催しました。寄地区振興協議会とは寄地区の活性化について、
新松田自治会とは新松田駅周辺整備事業について、活発な意見交換が行われましたので、その概要についてお
知らせします。

町 と 意 交民 の 見 換 会

デ
ィ
ン
グ
を
行
っ
て
い
て
近

く
決
ま
る
の
で
は
な
い
か
。

Ｑ　

30
年
程
前
が
自
然
休
養

村
と
し
て
１
番
栄
え
て
い
た

と
思
う
。
夏
に
な
る
と
首
都

圏
か
ら
の
人
も
多
く
訪
れ
、

民
宿
・
キ
ャ
ン
プ
場
も
い
く

つ
も
あ
っ
て
、
移
住
さ
れ
た

人
も
い
た
。
首
都
圏
へ
の
通

勤
も
可
能
で
あ
る
。
今
後
、

寄
の
活
性
化
を
考
え
る
に
は
、

や
は
り
待
っ
て
い
る
だ
け
で

は
駄
目
で
思
い
切
っ
た
こ
と

を
し
な
い
と
い
け
な
い
。

Ａ　

山
梨
県
の
北
部
に
小
菅

村
と
い
う
人
口
７
０
０
人
の

小
さ
な
村
が
あ
る
。
そ
こ
で

は
ジ
ビ
エ
を
特
産
品
と
し
て

功
を
奏
し
て
い
る
。
こ
の
小

さ
な
村
に
は
道
の
駅
も
あ
り
、

地
場
産
の
野
菜
と
共
に
特
産

品
と
し
て
販
売
し
て
い
る
。

し
か
も
、
入
浴
施
設
も
併
設

し
て
お
り
、
人
気
が
あ
る
と

聞
い
て
い
る
。
ま
た
、
村
の

中
に
は
16
軒
の
民
宿
も
あ
り

週
末
は
満
室
と
の
こ
と
。
隣

の
丹た

波ば

山や
ま

村
も
人
口
５
３
０

人
の
小
さ
な
村
だ
が
、
ジ
ビ

エ
を
特
産
品
と
し
て
成
功
し

て
い
る
。

意 

見
・
要 

望

◎
寄
に
は
幾
つ
か
の
ハ
イ
キ

ン
グ
コ
ー
ス
が
あ
る
が
、
古

道
の
会
で
ト
イ
レ
や
道
の
整

備
等
し
て
い
る
。
山
北
町
と

も
連
携
が
取
れ
た
ら
。

◎
寄
地
区
に
も
入
浴
施
設
を

作
れ
ば
、
ハ
イ
カ
ー
も
増
え

て
い
く
の
で
は
。

◎
寄
の
山
林
は
、
近
年
ナ

ラ
枯
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
。

国
・
県
の
森
林
な
ら
要
望
し

て
伐
採
も
し
て
も
ら
え
る
が
、

私
有
林
が
多
く
自
身
で
の
伐

採
は
と
て
も
出
来
な
い
。

新
松
田
駅
周
辺

�

整
備
事
業

意
見
交
換
の
概
要

Ｑ　

住
民
は
、
駅
周
辺
の
交

通
渋
滞
の
解
決
策
を
町
に
要

望
し
た
が
、
再
開
発
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

Ａ　

議
員
に
は
、
平
成
31
年

３
月
に
「
新
松
田
駅
周
辺
整

備
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」

の
概
要
が
示
さ
れ
た
。
①
駅

前
広
場
整
備
②
南
北
自
由
通

路 

③
集
約
施
設(

再
開
発)
の

事
業
で
あ
っ
た
。

Ｑ　

渋
滞
の
解
消
は
進
ん
で

い
な
い
。
再
開
発
に
つ
い
て

は
、
地
権
者
等
の
説
明
会
は

開
催
し
て
い
る
が
、
地
元
住

民
に
は
行
っ
て
い
な
い
。
住

民
説
明
を
優
先
す
べ
き
だ
。

Ａ　

渋
滞
の
解
決
策
は
、
北

口
と
南
口
の
駅
前
広
場
を
改

良
す
る
た
め
、
町
は
補
助
金

を
導
入
し
て
取
組
ん
で
い
る
。

住
民
説
明
会
は
、
開
催
す
べ

き
だ
と
考
え
る
。

Ｑ　

整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

８
年
間
で
完
成
だ
が
進
ん
で

い
な
い
の
は
何
故
か
。

Ａ　

最
短
の
目
標
と
す
る
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
と
理
解
し
て
い

る
。
特
に
再
開
発
は
、
地
権

者
等
と
の
調
整
に
時
間
を
有

し
て
い
る
の
で
遅
れ
て
い
る
。

Ｑ　

再
開
発
準
備
組
合
が
設

立
し
た
。
デ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
が

決
ま
れ
ば
計
画
は
進
ん
で
い

く
が
、
地
元
住
民
の
声
は
ま

ち
づ
く
り
に
反
映
さ
れ
な
い
。

議
員
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

Ａ　

町
か
ら
の
重
要
施
策
の

提
案
に
、
議
会
と
し
て
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
に
つ
い
て
、

住
民
の
声
を
取
り
込
み
議
論

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

意 

見
・
要 

望

◎
駅
前
が
綺
麗
に
な
る
こ
と

は
良
い
。
で
も
駅
ビ
ル
の
マ

ン
シ
ョ
ン
は
売
れ
る
の
か
。

テ
ナ
ン
ト
に
入
居
す
る
業
者

は
あ
る
の
か
。

◎
町
は
、
こ
れ
ま
で
町
民
か

ら
多
く
の
ア
ン
ケ
ー
ト
や
意

見
を
聞
い
て
い
る
が
、
集
約

し
た
も
の
を
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ

ク
し
て
い
な
い
。
今
後
は
、

ま
ち
づ
く
り
に
反
映
す
べ
き
。

◎
駅
周
辺
の
整
備
エ
リ
ア
に

は
道
路
計
画
が
あ
る
が
、
松

田
小
学
校
ま
で
は
無
い
の
で

早
急
に
対
応
す
べ
き
。

寄地区振興協議会との意見交換会（6月24日）
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令和４年度　政務活動費　収支報告
　政務活動費とは、地方自治法及び松田町議会政務活動費の交付に関する条例に基づき、議員の調査研究・そ
の他の活動を支援するために、必要な経費の一部として交付するものです。
　交付額は、１人当たり月額5,000円です。年度の初めに１年分（60,000円）を交付し、使用しなかった分は
年度末に返還することになっています。
　令和４年度の政務活動費の使途は、松田町で政治課題となっている諸般のテーマを研究するための研修や先
進地への視察、書籍の購入等に使用されていました。
� （単位：円）

議員氏名 交付額

支　　出　　額

返還額 主な支出内容①
調査旅費
・研修費

②
資料作成
・購入費

③
広　報
広聴費

④
事務費 支出計

唐澤　一代 60,000 18,270 3,520 38,245 0 60,035 0
①調査旅費（※１）、研修費（全国政

策研究集会）、②書籍購入費、③議

会報告広報紙印刷代

古谷星工人 60,000 9,154 0 0 0 9,154 50,846 ①調査旅費（※２）

内田　　晃 60,000 9,154 0 0 0 9,154 50,846 ①調査旅費（※２）

平野由里子 60,000 15,154 11,662 22,840 0 49,656 10,344
①調査旅費（※２）、研修費（マニュ

フェスト大賞ほか１件）、②書籍購

入費、③議会報告広報紙印刷代

田代　　実 60,000 68,476 0 0 0 68,476 0 ①調査旅費（※３）

井上　栄一 60,000 68,476 0 0 0 68,476 0 ①調査旅費（※３）

南雲まさ子 60,000 18,854 0 40,000 0 58,854 1,146
①調査旅費（※２）、研修費（心理カ

ウンセラー講座ほか１件）

③議会報告広報紙印刷代

中野　　博 60,000 0 27,940 0 0 27,940 32,060 ②書籍購入費

飯田　　一 60,000 9,154 0 0 0 9,154 50,846 ①調査旅費（※２）

齋藤　　永 60,000 68,476 0 0 0 68,476 0 ①調査旅費（※３）

寺嶋　　正 60,000 9,154 0 0 0 9,154 50,846 ①調査旅費（※２）

大舘　秀孝 60,000 68,476 0 0 0 68,476 0 ①調査旅費（※３）

合　計 720,000 362,798 43,122 101,085 0 507,005 246,934

視察の主な内容
※１　群馬県前橋市　⇒　前橋市役所：�マース（複数の公共交通等の移動サービスを最適に組み合わせて検

索・予約・決済等を一括で行うサービス）に関することについて
※２　長野県伊那市、塩尻市　⇒　�伊那小学校：特色ある学校教育について、
　　　　　　　　　　　　　　　　�塩尻市インキュベーションプラザ：塩尻型地域新マース・自動運転実証プ

ロジェクト
※３　岩手県盛岡市、紫波町、一関市　⇒　�ＪＲ盛岡駅：岩手県盛岡駅西口開発事業、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　�オガ－ルプラザ：紫波町オガ－ルプロジェクト、一関市役所：協

働のまちづくり
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編　　集
あとがき

　

長
い
梅
雨
も
明
け
、
毎
日

暑
い
日
が
続
い
て
お
り
ま
す

が
、
町
民
の
皆
様
お
体
を
大

切
に
し
て
頂
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

６
月
議
会
も
終
わ
り
、

様
々
な
議
案
が
上
程
さ
れ
慎

重
に
審
査
し
ま
し
た
。
そ
の

中
で
、
以
前
か
ら
懸
案
事
項

で
あ
り
ま
し
た
松
田
山
ハ
ー

ブ
館
、
ハ
ー
ブ
ガ
ー
デ
ン
等

の
指
定
管
理
委
託
に
つ
い
て
、

選
定
の
結
果
が
報
告
さ
れ
、

採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
に

よ
り
可
決
し
ま
し
た
。
今
後
、

多
く
の
方
々
が
訪
れ
る
こ
と

が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

今
後
も
、
町
の
発
展
の
た

め
議
員
一
同
真
剣
に
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

�

（
内
田
）

議
会
広
報
広
聴
常
任
委
員
会

　

委
員
長　

  

寺
嶋　

正

　

副
委
員
長　

  

内
田　

晃

　

委　
　

員　

  

田
代　

実

　

委　
　

員　

  

中
野　

博

　

委　
　

員　

  

飯
田　

一

　

委　
　

員　

  

齋
藤　

永

パラグライダー・エリアヤマザキ　代表　山
やま

崎
ざき

保
やす

雄
お

さん（かなん沢在住）

空から見た松田町

第3回定例会は8月22日（火）開会

　発熱等症状がおありの方は、ご遠慮く
ださい。

町議会広報広聴常任委員会では、
「住みやすい町を目指して」

活動されている方や団体で、このコーナーに
掲載してくださる方を募集しています。
　希望される方は下記までご連絡ください。

鳥のように
　山の斜面に立ち、機体のチエックをして、いざ
テイクオフ！
　次の瞬間鳥になり、大空に羽ばたく。
　スカイスポーツに魅了され、パラグライダーの
ライセンスを取得したのは34年前。
　住んでいる松田町を飛びたいと松田山にエリア
を作って29年になります。
　現在ではクラブ員も８０名、
関東一円からフライトに訪
れます。
　松田は複数の気流が集まる
絶好の立地条件で、真冬の寒
気が強まる時は全国でフライ
ト出来る場所は朝霧高原と松
田だけになり、関西方面から
もフライヤーがかけつけます。
　一般の方が想像する以上に飛行範囲は広く、上
昇気流を掴み高度を上げると寄上空を通過し、丹
沢に向かいます。
　鍋割の山頂を目指し花立、塔ノ岳、三ノ塔、二
ノ塔を経て大山の阿夫利神社を眼下に拝み、（真
上は飛びません）折り返し松田まで帰る。更に箱
根山や小田原の海岸を回り帰還する者も。
素晴らしい自然

　そして寄の自然を満喫し松田山に戻った時の景
色の美しさは感動の一言。西に富士山、山肌のミ
カン畑、桜、ハーブ館、相模湾まで続く清い流れ
の酒匂川。小田急線やJR御殿場線、高速道路等
の人工構造物が何とも言えない調和を作っている。
　この景色こそが松田町を象徴していると思う。
交通の要所でありながら素晴らしい自然に囲まれ

首都圏から近いのに多くの自
然に囲まれ残っている。
私たちが出来ること
　スカイスポーツは万人が楽
しめるものではありませんし、
理解していただくことは困難
であると考えますが、この体
験や画像・映像等を通して外
に発信し、またイベントなど
でパラグライダーに触れ、楽

しんでもらえる機会があれば良いのではないかと
思います。
　着陸地点の河川敷や山頂のゴミ拾いは定期的に
行っています。環境に注意し、素晴らしい景色・
松田町を守って行きたいと思います。
　松田山のトンビは非常に友好的です。私たちが
上昇気流で回すと、一緒の輪に入りすぐ横を飛ん
でいます。目が合い可愛く感じます。

空から見た松田町と足柄平野


